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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ信号線と、
　前記データ信号線に接続されるとともに、順番に並ぶ複数の画素回路と、
　隣接する画素回路の間をそれぞれ延伸し、前記順番に沿って並んでいる複数のゲート信
号線であって、各ゲート信号線が前記隣接する画素回路のうち前記ゲート信号線の一方側
に配置される画素回路と接続される複数のゲート信号線と、
　前記順番に沿った正順方向とそれとは逆の方向である逆順方向のいずれか一方を選択し
、オン電圧であるゲート信号を前記選択した方向の順番で前記複数のゲート信号線に出力
するゲート信号線駆動回路と、
　前記複数の画素回路のうち１の画素回路を選択し、その表示データに応じた表示制御電
圧を、前記データ信号線に供給する、データ信号線駆動回路と、
　前記複数の画素回路に基準電圧を供給する基準電圧線駆動回路と、を備えるＩＰＳ方式
の液晶表示装置であって、
　各ゲート信号線に出力されるゲート信号は、該ゲート信号線に接続される画素回路の表
示データに応じた表示制御電圧が前記データ信号線に供給される１水平期間と、さらにそ
の前の１水平期間とに連続してオン電圧となり、
　各画素回路は、画素電極と、前記基準電圧が供給される基準電極と、前記データ信号線
と前記画素電極との間に設けられるとともに前記ゲート信号により制御されるスイッチン
グ素子と、を備え、各画素回路は、前記ゲート信号線に対して、前記基準電極が前記画素
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電極より遠方に形成される構造を有し、
　前記正順方向が選択されている場合、各画素電極の電圧は、前記表示制御電圧が画素電
極に加えられた後に画素回路の第１の寄生容量に応じて決まる第１の低下量、前記表示制
御電圧から低下し、前記逆順方向が選択されている場合には、各画素電極の電圧は、前記
表示制御電圧が画素電極に加えられた後に、前記第１の低下量と画素回路の第２の寄生容
量に応じて決まる第２の低下量の合計の低下量、前記表示制御電圧から低下し、
　前記基準電圧線駆動回路は、正順用基準電圧及び逆順用基準電圧を電圧情報として記憶
する記憶部と、前記電圧情報に基づいて前記基準電圧を生成する生成回路と、を備え、
　前記基準電圧線駆動回路は、前記正順方向と前記逆順方向のうち選択された方向に応じ
た基準電圧を前記正順用基準電圧と前記逆順用基準電圧とから選択し、選択した基準電圧
を前記生成回路で生成して前記基準電極に供給し、
　前記選択される方向が前記正順方向と前記逆順方向との間で切り替わった場合、前記基
準電圧の切り替えは、１フレームにおける前記表示制御電圧の供給が終了してから次のフ
レームの開始までの期間である帰線期間に行われる
　ことを特徴とする、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記正順用基準電圧及び前記逆順用基準電圧は、ともに直流電圧であり、
　前記電圧情報は、前記正順用基準電圧又は前記逆順用基準電圧のいずれかの値と、前記
正順用基準電圧と前記逆順用基準電圧との差分値とである
　ことを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　データ信号線と、
　前記データ信号線に接続されるとともに、順番に並ぶ複数の画素回路と、
　隣接する画素回路の間をそれぞれ延伸し、前記順番に沿って並んでいる複数のゲート信
号線であって、各ゲート信号線が前記隣接する画素回路のうち前記ゲート信号線の一方側
に配置される画素回路と接続される複数のゲート信号線と、
　前記順番に沿った正順方向とそれとは逆の方向である逆順方向のいずれか一方を選択し
、オン電圧であるゲート信号を前記選択した方向の順番で前記複数のゲート信号線に出力
するゲート信号線駆動回路と、
　前記複数の画素回路のうち１の画素回路を選択し、その表示データに応じた表示制御電
圧を前記データ信号線に供給するデータ信号線駆動回路と、
　前記複数の画素回路に基準電圧を供給する基準電圧線駆動回路と、を備えるＩＰＳ方式
の液晶表示装置であって、
　各ゲート信号線に出力されるゲート信号は、該ゲート信号線に接続される画素回路の表
示データに応じた表示制御電圧が前記データ信号線に供給される１水平期間と、さらにそ
の前の１水平期間とに連続してオン電圧となり、
　各画素回路は、画素電極と、前記基準電圧が供給される基準電極と、前記データ信号線
と前記画素電極との間に設けられるとともに前記ゲート信号により制御されるスイッチン
グ素子と、を備え、各画素回路は、前記ゲート信号線に対して、前記基準電極が前記画素
電極より遠方に形成される構造を有し、
　前記正順方向が選択されている場合、各画素電極の電圧は、前記表示制御電圧が画素電
極に加えられた後に画素回路の第１の寄生容量に応じて決まる第１の低下量、前記表示制
御電圧から低下し、前記逆順方向が選択されている場合には、各画素電極の電圧は、前記
表示制御電圧が画素電極に加えられた後に、前記第１の低下量と画素回路の第２の寄生容
量に応じて決まる第２の低下量の合計の低下量、前記表示制御電圧から低下し、
　前記基準電圧線駆動回路は、ともに直流電圧である正順用基準電圧及び逆順用基準電圧
を電圧情報として記憶する記憶部と、前記電圧情報に基づいて前記基準電圧を生成する生
成回路と、を備え、
　前記電圧情報は、前記正順用基準電圧又は前記逆順用基準電圧のいずれかの値と、前記
正順用基準電圧と前記逆順用基準電圧との差分値とであり、
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　前記基準電圧線駆動回路は、前記正順方向と前記逆順方向のうち選択された方向に応じ
た基準電圧を前記正順用基準電圧と前記逆順用基準電圧とから選択し、選択した基準電圧
を前記生成回路で生成して前記基準電極に供給し、
　前記選択される方向が前記正順方向と前記逆順方向との間で切り替わった場合、前記基
準電圧の切り替えは、１フレームにおける前記表示制御電圧の供給が終了してから次のフ
レームの開始までの期間である帰線期間に行われる
　ことを特徴とする、液晶表示装置。
【請求項４】
　前記基準電圧線駆動回路と接続される、１又は複数の基準電圧線を、さらに備えるとと
もに、
　各前記画素回路の基準電極は、前記１又は複数の基準電圧線のいずれかと接続され、
　前記基準電圧線駆動回路は、前記１又は複数の基準電圧線それぞれに、対応する各画素
回路に応じた基準電圧を供給する、
　ことを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。特に、双方向走査駆動が可能である表示装置の表示品質
の向上に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置において、表示部に設けられる複数の画素回路に対して、ゲート信号線駆動回
路とデータ信号線駆動回路などが制御を行っている。各画素回路に、スイッチング素子が
備えられているのが一般的であり、例えば、表示装置が液晶表示装置である場合など、各
画素回路に、画素電極が備えられているのが一般的である。スイッチング素子は、データ
信号線駆動回路より延伸するデータ信号線と、例えば画素電極の間に設けられ、スイッチ
ング素子のスイッチに、ゲート信号線駆動回路より延伸するゲート信号線が接続され、ゲ
ート信号線に印加される電圧によりスイッチング素子は制御される。
【０００３】
　ゲート信号線駆動回路は、順番に並ぶ複数のゲート信号線に対して、ゲート信号オン期
間にオン電圧となりゲート信号オフ期間にオフ電圧となるゲート信号を、順に出力してい
る。あるゲート信号線に出力されるゲート信号がオン電圧となると、該ゲート信号線に接
続されるスイッチング素子はオン状態となる。データ信号線駆動回路は、オン状態のスイ
ッチング素子を備える画素回路の表示データに応じた表示制御電圧を、データ信号線に供
給する。それゆえ、該画素回路の画素電極に、オン状態となるスイッチング素子を介して
、データ信号線に印加される表示制御電圧が印加される。画素電極と基準電圧との間に、
容量が形成されており、画素電極と基準電圧との間に保持される保持電圧により、画素回
路の表示が制御される。ここで、データ信号線駆動回路が、１個の画素回路に表示データ
の書込み駆動を行うデータ書込み期間を、すなわち、１個の画素回路の表示データに応じ
た表示制御電圧をデータ信号線に供給する期間を、１水平期間（Ｈ）とする。
【０００４】
　近年の高精細化の要請により、１水平期間（Ｈ）に十分な時間を確保することが困難と
なっており、それに対応するために、ゲート信号のゲート信号オン期間を、１水平期間（
Ｈ）より長くとるゲートオーバーラップ駆動が用いられている。すなわち、ゲート信号の
ゲート信号オン期間は、対応する１水平期間（Ｈ）と、さらにその前の所定の期間とを含
んでいる。
【０００５】
　また、様々な画像表示を可能とするために、順番に並ぶ複数のゲート信号線に出力され
るゲート信号が、該順番と正順にオン電圧となる順方向走査駆動と、該順番と逆順にオン
電圧となる逆方向走査駆動とを、ともに行うことが出来る、双方向走査駆動が可能なゲー
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ト信号線駆動回路が望まれている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図９は、一般的な表示装置の画素回路の回路図である。図には、上側から下側へ順番に
並ぶ複数の画素回路のうち、ｎ番目の画素回路とｎ＋１番目の画素回路が示されている。
ｎ番目の画素回路は、画素電極１１０ｎとスイッチング素子と基準電極（図示せず）を備
えている。ここで、スイッチング素子とは、例えば、薄膜トランジスタ（Thin Film Tran
sistor：以下、ＴＦＴと記す）である。図には、スイッチング素子はＴＦＴ１０９ｎとし
て示されている。
【０００７】
　前述の通り、ＴＦＴ１０９ｎは、接続されるデータ信号線１０７と画素電極１１０ｎの
間に設けられており、ＴＦＴ１０９ｎのゲートには、順番に並ぶ複数のゲート信号線１０
５のうち、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎが接続されている。基準電極は基準電圧線１０
８に接続されており、画素電極１１０ｎと基準電極によって、画素容量Ｃｓｔが形成され
る。
【０００８】
　ｎ番目の画素回路の画素電極１１０ｎは、図中上側と下側に、それぞれ、ｎ－１番目の
ゲート信号線１０５ｎ－１と、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎとに、隣接して配置されて
おり、画素電極１１０ｎとｎ番目のゲート信号線１０５ｎとの間に、寄生容量Ｃｇｐ１が
、画素電極１１０ｎとｎ－１番目のゲート信号線１０５ｎ－１との間に、寄生容量Ｃｇｐ

２が、生じている。
【０００９】
　ゲート信号線駆動回路は、複数のゲート線信号線に対して、ゲートオーバーラップ駆動
を行い、かつ、順方向走査駆動又は逆方向走査駆動のいずれかを選択して行う。ここで、
順方向３１は、順番に並ぶゲート信号線１０５の順番と正順となる方向であり、逆方向３
２は、順番に並ぶゲート信号線１０５の順番と逆順となる方向である。
【００１０】
　画素電極１１０の両側それぞれに隣接するゲート信号線１０５に出力されるゲート信号
が、オン電圧からオフ電圧に変化するのに伴い、画素電極１１０との間に生じる寄生容量
とのカップリングにより、画素容量Ｃｓｔに保持される保持電圧が変動する。すなわち、
基準電圧線１０８に供給される基準電圧が等しい場合、基準電極に対する画素電極１１０
の電圧が変動する。ここで、寄生容量Ｃｇｐ１によって変化する電圧を電圧Ｖ１と、寄生
容量Ｃｇｐ２によって変化する電圧を電圧Ｖ２とする。
【００１１】
　順方向３１の方向に順方向走査駆動をする場合において、ｎ番目のゲート信号のゲート
信号オン期間の終わりにおいて、ｎ番目の画素回路の画素電極１１０ｎの電圧は、表示デ
ータに応じた表示制御電圧へ収束している。そして、ゲート信号オン期間からゲート信号
オフ期間へ移るタイミングで、ｎ番目のゲート信号がオン電圧からオフ電圧に変化し、寄
生容量Ｃｇｐ１により、ゲート信号オフ期間の始まりにおいて、画素電極１１０ｎの電圧
は、所望の表示制御電圧より、電圧Ｖ１変化して、その後維持される。なお、ｎ番目のゲ
ート信号のゲート信号オン期間の途中で、ｎ－１番目のゲート信号がオン電圧からオフ電
圧に変化し、寄生容量Ｃｇｐ２により画素電極１１０ｎの電圧は、電圧Ｖ２変化するが、
その後、画素電極１１０ｎの電圧は、表示制御電圧に変化するので、電圧Ｖ２の影響は抑
制されている。
【００１２】
　一方、逆方向３２の方向に逆方向走査駆動をする場合において、ｎ番目のゲート信号の
ゲート信号オン期間の終わりにおいて、ｎ番目の画素回路の画素電極１１０ｎの電圧は、
表示データに応じた表示制御電圧へ収束しており、その後、ｎ番目のゲート信号がオン電
圧からオフ電圧に変化し、順方向走査駆動をする場合と同様に、画素電極１１０ｎの電圧
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は、所望の表示制御電圧より、電圧Ｖ１変化する。さらに、その後、ｎ－１番目のゲート
信号がオン電圧からオフ電圧に変化し、寄生容量Ｃｇｐ２により画素電極１１０ｎの電圧
は、さらに電圧Ｖ２変化する。すなわち、その後、維持される画素電極１１０ｎの電圧は
、所望の表示制御電圧と、電圧Ｖ１と電圧Ｖ２の合計となる電圧の差がある。
【００１３】
　以上説明した通り、基準電圧線１０８に供給される基準電圧が等しいとき、順方向走査
駆動を行う場合と、逆方向走査駆動を行う場合とで、基準電極に対する画素電極１１０の
電圧に差異が生じ、表示品質の低下を招くこととなる。
【００１４】
　本発明は、このような課題を鑑みてなされたものであり、順方向走査駆動する場合と、
逆方向走査駆動をする場合とに生じる、画素回路の保持電圧の差異の影響を抑制し、表示
品質が向上される表示装置の提供を、目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　（１）上記課題を解決するために、本発明に係る表示装置は、データ信号線と、前記デ
ータ信号線に接続されるとともに順番に並ぶ複数の画素回路と、隣接する画素回路の間を
それぞれ延伸するとともにともに一方側に配置される前記画素回路と接続される、前記順
番に並ぶ複数のゲート信号線と、時間経過とともに前記順番と正順又は逆順のいずれかを
選択しその順にそれぞれオン電圧となる複数のゲート信号を前記順番に並ぶ前記複数のゲ
ート信号線にそれぞれ出力する、ゲート信号線駆動回路と、前記複数の画素回路のうち１
の画素回路を選択しその表示データに応じた表示制御電圧を前記データ信号線に供給する
、データ信号線駆動回路と、各前記画素回路に応じる基準電圧を該画素回路それぞれに供
給する、基準電圧線駆動回路と、を備える表示装置であって、各前記ゲート信号線に出力
されるゲート信号は、前記データ信号線駆動回路が、該ゲート信号線に接続される画素回
路の表示データに応じた表示制御電圧を前記データ信号線に供給する期間と、さらにその
前の所定の期間とに、オン電圧となり、前記各画素回路は、画素電極と、該画素回路に応
じる基準電圧が供給される基準電極と、前記データ信号線と該画素電極との間に設けられ
るとともに前記ゲート信号により制御されるスイッチング素子と、を備え、前記基準電圧
線駆動回路は、前記ゲート信号線駆動回路が前記順番と正順又は逆順のいずれかの順に前
記ゲート信号を出力するのに応じて、各画素回路の前記基準電極に、正順用基準電圧又は
逆順用基準電圧を選択して、供給する、ことを特徴とする。
【００１６】
　（２）上記（１）に記載の表示装置であって、前記基準電圧線駆動回路は、前記正順用
基準電圧及び前記逆順用基準電圧を決定する電圧情報を記憶する記憶部と、前記電圧情報
に基づいて各前記画素回路に応じる基準電圧を生成する生成回路と、を備えていてもよい
。
【００１７】
　（３）上記（２）に記載の表示装置であって、前記正順用基準電圧及び前記逆順用基準
電圧は、ともに直流電圧であり、前記電圧情報は、前記正順用基準電圧及び前記逆順用基
準電圧の値であってもよい。
【００１８】
　（４）上記（２）に記載の表示装置であって、前記正順用基準電圧及び前記逆順用基準
電圧は、ともに直流電圧であり、前記電圧情報は、前記正順用基準電圧又は前記逆順用基
準電圧のいずれかの値と、前記正順用基準電圧と前記逆順用基準電圧との差分値と、であ
ってもよい。
【００１９】
　（５）上記（２）に記載の表示装置であって、前記正順用基準電圧及び前記逆順用基準
電圧は、ともに直流電圧であり、前記電圧情報は、前記正順用基準電圧と前記逆順用基準
電圧との平均値と、前記正順用基準電圧と前記逆順用基準電圧との差分値の半値と、であ
ってもよい。
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【００２０】
　（６）上記（２）に記載の表示装置であって、前記正順用基準電圧及び前記逆順用基準
電圧は、ともに所定の周期で、ロー電圧と該ロー電圧より所定の振幅値高いハイ電圧とを
交互に繰り返す交流電圧であり、前記電圧情報は、前記正順用基準電圧の基準値と、前記
逆順用基準電圧の基準値と、前記所定の振幅値と、であってもよい。
【００２１】
　（７）上記（２）に記載の表示装置であって、前記正順用基準電圧及び前記逆順用基準
電圧は、ともに所定の周期で、ロー電圧と該ロー電圧より所定の振幅値高いハイ電圧とを
交互に繰り返す交流電圧であり、前記電圧情報は、前記正順用基準電圧の基準値又は前記
逆順用基準電圧の基準値のいずれかと、前記正順用基準電圧の基準値と前記逆順用基準電
圧の基準値との差分値と、前記所定の振幅値と、であってもよい。
【００２２】
　（８）上記（６）又は（７）に記載の表示装置であって、前記の基準値は、前記交流電
圧のロー電圧又はハイ電圧のいずれかであってもよい。
【００２３】
　（９）上記（２）に記載の表示装置であって、前記正順用基準電圧及び前記逆順用基準
電圧は、ともに所定の周期で、ロー電圧と該ロー電圧より所定の振幅値高いハイ電圧とを
交互に繰り返す交流電圧であり、前記交流電圧のロー電圧とハイ電圧の平均値が中心値で
あり、前記電圧情報は、前記正順用基準電圧の中心値と前記逆順用基準電圧の中心値との
平均値と、前記正順用基準電圧の中心値と前記逆順用基準電圧の中心値との差分値の半値
と、前記所定の振幅値の半値と、であってもよい。
【００２４】
　（１０）上記（２）に記載の表示装置であって、前記電圧情報は、前記正順用基準電圧
又は前記逆順用基準電圧いずれか一方を決定する代表値情報と、該代表値情報を用いて他
方を決定する差分情報とを、含んでいてもよい。
【００２５】
　（１１）上記（１）に記載の表示装置であって、前記基準電圧線駆動回路と接続される
、１又は複数の基準電圧線を、さらに備えるとともに、各前記画素回路の基準電極は、前
記１又は複数の基準電圧線のいずれかと接続され、前記基準電圧線駆動回路は、前記１又
は複数の基準電圧線それぞれに、対応する各画素回路に応じた基準電圧を供給してもよい
。
【００２６】
　（１２）上記（１）に記載の表示装置は、ＩＰＳ方式の液晶表示装置であり、各前記画
素回路は、ゲート信号線に対して、前記基準電極が前記画素電極より遠方に形成される構
造を有してもよい。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明により、順方向走査駆動する場合と、逆方向走査駆動をする場合とに生じる、画
素回路の保持電圧の差異の影響が抑制され、表示品質が向上される表示装置が提供される
。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の全体斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック構成図である。
【図３】本発明の実施形態に係るＴＦＴ基板の等価回路の概念図である。
【図４Ａ】本発明の実施形態に係るｎ番目の画素回路近傍の上面図である。
【図４Ｂ】図４Ａに示す４Ｂ－４Ｂ断面を示す断面図である。
【図５Ａ】順方向走査駆動を行う場合における、本発明の実施形態に係るｎ番目の画素回
路及びｎ＋１番目の画素回路の駆動を示す図である。
【図５Ｂ】逆方向走査駆動を行う場合における、本発明の実施形態に係るｎ番目の画素回
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路及びｎ＋１番目の画素回路の駆動を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係る基準電圧線駆動回路のブロック概念図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の画像表示駆動を表す図である。
【図８】本発明の実施形態に係る他の液晶表示装置に備えられるＴＦＴ基板の等価回路の
概念図である。
【図９】一般的な表示装置の画素回路の回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
［第１の実施形態］
　本発明の第１の実施形態に係る表示装置は、たとえば、ＩＰＳ（In-Plane Switching）
方式の液晶表示装置であって、図１に示す液晶表示装置の全体斜視図の通り、ＴＦＴ（Th
in Film Transistor）基板１０２と、当該ＴＦＴ基板１０２に対向し、カラーフィルタが
設けられたフィルタ基板１０１と、当該両基板に挟まれた領域に封入された液晶材料と、
ＴＦＴ基板１０２のフィルタ基板１０１側と反対側に接して位置するバックライト１０３
と、を含んで構成されている。ここで、ＴＦＴ基板１０２に、後述する通り、ゲート信号
線１０５、データ信号線１０７、基準電圧線１０８、画素電極１１０、基準電極１１１、
及び、ＴＦＴ１０９などが配置される（図３参照）。
【００３０】
　図２は、当該実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック構成図である。ＴＦＴ
基板１０２に、表示部１２０、ドライバＩＣ１３４、ＲＧＢスイッチ回路１０６、シフト
レジスタ回路１１２が、備えられている。なお、ここで、ＲＧＢスイッチ回路１０６はな
くてもよい。さらに、ドライバＩＣ１３４に、ゲート信号線制御回路１１４と、データ信
号線駆動回路１１５と、基準電圧線駆動回路１０とが、備えられている。なお、ここでは
、ゲート信号線制御回路１１４と、データ信号線駆動回路１１５と、基準電圧線駆動回路
１０とが、ドライバＩＣ１３４に備えられているが、別々に設けられたり、一部が１つの
ドライバＩＣに設けられたりしてもよい。
【００３１】
　ゲート信号線制御回路１１４は、表示部１２０の両側それぞれに配置されるシフトレジ
スタ回路１１２に対して、制御信号を出力し、シフトレジスタ回路１１２は、制御信号に
より、複数のゲート信号線１０５それぞれに、ゲート信号を出力する。ここで、ゲート信
号線制御回路１１４と、シフトレジスタ回路１１２とを含んで、ゲート信号線駆動回路を
構成している。データ信号線駆動回路１１５は、複数のデータ信号線１０７それぞれに、
画素回路の表示データに応じた表示制御電圧を、ＲＧＢスイッチ回路１０６を介して供給
する。さらに、基準電圧線駆動回路１０は、複数の基準電圧線１０８を介して、各画素回
路に基準電圧を供給する。
【００３２】
　図３は、当該実施形態に係るＴＦＴ基板１０２の等価回路の概念図である。図３に示す
ＴＦＴ基板１０２において、シフトレジスタ回路１１２に接続される複数のゲート信号線
１０５が、互いに等間隔をおいて図中横方向に延伸している。ここで、複数のゲート信号
線１０５を、図の上側から順に、それぞれ、１番目、２番目、３番目、・・・のゲート信
号線とする。また、ＲＧＢスイッチ回路１０６に接続される複数のデータ信号線１０７が
互いに等間隔をおいて図中縦方向に延伸している。そして、これらゲート信号線１０５及
びデータ信号線１０７により碁盤状に並ぶ画素回路がそれぞれ区画されている。さらに、
基準電圧線駆動回路１０に接続される複数の基準電圧線１０８が、各ゲート信号線１０５
と平行に、図中横方向に延びている。なお、ここで、図には各画素回路に基準電極１１１
と、複数の基準電圧線１０８とが、別々に示されているが、後述する通り、複数の基準電
極１１１は１個の基準電極膜として形成され、基準電圧線は１本であってもよい。
【００３３】
　複数のデータ信号線１０７のうち、１本のデータ信号線１０７には、順番に１列に並ぶ
複数の画素回路が接続されている。ゲート信号線１０５それぞれは、順番に１列に並ぶ複
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数の画素回路のうち、隣接する画素回路の間を延伸しており、ともに一方側に配置される
画素回路と接続されている。ここでは、一方側とは、図中上側である。なお、順番に１列
に並ぶ複数の画素回路を、図の上側から順に、それぞれ、１番目、２番目、３番目・・・
の画素回路とする。
【００３４】
　各画素回路に、スイッチング素子であるＴＦＴ１０９、画素電極１１０、及び基準電極
１１１が、備えられている。ＴＦＴ１０９は、接続されるデータ信号線１０７と画素電極
１１０の間に設けられ、ＴＦＴ１０９のゲートに接続されるゲート信号線１０５に出力さ
れるゲート信号により、ＴＦＴ１０９は制御される。すなわち、ゲート信号がオン電圧と
なるとき、ＴＦＴ１０９はオン状態となる。
【００３５】
　シフトレジスタ回路１１２に、複数のゲート信号線１０５それぞれに対応して、基本回
路が複数備えられている。例えば、ゲート信号線１０５が８００本存在しているとき、同
じく、基本回路が８００個、シフトレジスタ回路１１２に備えられる。ゲート信号線制御
回路１１４が出力する制御信号により、シフトレジスタ回路１１２に設けられる各基本回
路は、１フレーム期間のうち、対応するゲート走査期間（ゲート信号オン期間）にはオン
電圧となり、それ以外の期間（ゲート信号オフ期間）にはオフ電圧となる、ゲート信号を
、対応するゲート信号線１０５に出力している。ここでは、オン電圧をハイ電圧とし、オ
フ電圧をロー電圧としている。そして、データ信号線駆動回路１１５は、１列に順番に並
ぶ複数の画素回路のうちオン状態のＴＦＴ１０９を備える画素回路を選択し、その表示デ
ータに応じた表示制御電圧を、データ信号線１０７に供給する。
【００３６】
　以上の回路構成において、基準電圧線駆動回路１０は、複数の基準電圧線１０８を介し
て、各画素回路の基準電極１１１に、それぞれの基準電圧を供給する。ゲート信号線駆動
回路は、順番に並ぶ複数のゲート信号線１０５それぞれにゲート信号を出力する。ゲート
信号がオン電圧となっているゲート信号線１０５に接続されるＴＦＴ１０９がオン状態と
なり、オン状態となるＴＦＴ１０９に電流が流れ、オン状態となるＴＦＴ１０９が備えら
れる画素回路の表示データに応じた表示制御電圧が、データ信号線駆動回路１１５よりデ
ータ信号線１０７に供給され、ＴＦＴ１０９を介して、データ信号線１０７より該画素回
路の画素電極１１０に印加される。これにより、画素電極１１０と基準電極１１１との間
に電位差が生じ、液晶分子の配向などを制御し、それにより、バックライト１０３からの
光を遮蔽の度合を制御し、画像を表示することとなる。
【００３７】
　当該実施形態に係るゲート信号線駆動回路は、前述のゲートオーバーラップ駆動を行っ
ている。すなわち、ゲート信号オン期間は、１水平期間（Ｈ）より長くなっており、ここ
では、２水平期間（２Ｈ）となっている。ゲート信号オン期間は、接続される画素回路に
表示データの書き込みを行う１水平期間（Ｈ）と、さらにその前の１水平期間（Ｈ）とを
含んでいる。
【００３８】
　また、当該実施形態に係るゲート信号線駆動回路は、双方向走査駆動を行うことが可能
であり、ここでは、図２及び図３に示す表示部１２０の図中上側から下側に沿って、順番
に並ぶゲート信号線１０５に出力されるゲート信号が、時間経過とともに、該順番と正順
にオン電圧となる順方向走査駆動と、反対に、下側から上側に沿って、ゲート信号が、時
間経過とともに、該順番と逆順にオン電圧となる逆方向走査駆動とのいずれかを選択して
駆動することが出来る。
【００３９】
　当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０は、表示部１２０に延伸する複数の基準電
圧線１０８に対して、ともに、同じ基準電圧を印加する、基準電圧固定駆動を行う。この
場合、図３に示す複数の基準電圧線１０８は１本の基準電圧線であってもよい。さらに、
後述する通り、基準電圧線駆動回路１０が複数の基準電圧線１０８に対して印加する基準
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電圧は、順方向走査をする場合と、逆方向走査をする場合とでは、異なっている。
【００４０】
　当該実施形態に係るデータ信号線駆動回路１１５は、データ信号反転駆動を行っている
。データ信号線駆動回路１１５は、１本のデータ信号線１０７に接続され１列に並ぶ複数
の画素回路に対して、順に、符号が異なる表示制御電圧を、該データ信号線１０７を介し
て供給している。ここで、符号とは、画素電極１１０の電位が基準電極１１１の電位より
高くなる場合の表示制御電圧を正の符号と、画素電極１１０の電位が基準電極１１１の電
位より低くなる場合の表示制御電圧を負の符号とを、それぞれ指している。
【００４１】
　データ信号反転駆動の例として、表示部１２０に設けられる複数の画素回路に供給され
る表示制御電圧の符号が、チェスボード（又は、市松模様）のように、互いに隣り合う画
素回路において異なるよう分布している場合は、ドット反転方式と呼ばれている。１本の
データ信号線１０７に接続され１列に並ぶ複数の画素回路のうち、ｎ番目の画素回路に供
給される表示制御電圧の符号と、該データ信号線１０７に隣接するデータ信号線１０７に
接続され１列に並ぶ複数の画素回路のうち、ｎ番目の画素回路に供給される表示制御電圧
の符号とは、異なっている。
【００４２】
　データ信号反転方式の他の例として、複数の画素回路それぞれに供給される表示制御電
圧の符号が、例えば図３に示す縦方向に対して、互いに隣り合う画素回路において異なり
、横方向に対して同じである場合は、ライン反転方式と呼ばれている。また、複数の画素
回路それぞれに供給される表示制御電圧の符号が、例えば図３に示す横方向に対して、互
いに隣り合う画素回路において異なり、縦方向に対して同じである場合は、カラム反転方
式と呼ばれている。また、複数の画素回路それぞれに供給される表示制御電圧の符号が、
全て同じである場合は、フレーム反転方式と呼ばれている。ここでは、他の方式を含め、
いずれのデータ信号反動駆動であってもよい。
【００４３】
　データ信号線駆動回路１１５がデータ信号反転駆動を行うのは、以下の理由による。各
画素回路において、各フレーム期間に、同じ符号の表示制御電圧が画素電極１１０に供給
される場合、画素電極１１０と基準電極１１１に間に配置される液晶分子には、同方向の
電場が印加されるために、液晶分子の劣化が早まることとなる。液晶分子の劣化を抑制す
るために、印加される電場の方向を周期的に反転させるのが望ましい。印加される電場の
方向を周期的に反転させる駆動の一つとして、画素電極１１０に供給される表示制御電圧
の符号を反転させる、データ信号反転駆動がある。
【００４４】
　図３では、簡単の説明のために、シフトレジスタ回路１１２は、左片側にのみ図示され
ているが、前述の通り、実際には、シフトレジスタ回路１１２の基本回路は、前述の通り
、表示部１２０の左右両側に配置され、例えば、ゲート信号線１０５が８００本あるとす
ると、両側にそれぞれ複数配置されたシフトレジスタ回路１１２の基本回路によって、例
えば、左側の基本回路は奇数番目のゲート信号線１０５に、右側の基本回路は偶数番目の
ゲート信号線１０５に、それぞれゲート信号を出力している。
【００４５】
　図４Ａは、ｎ番目の画素回路近傍の上面図であり、当該実施形態に係る画素回路は、基
準電極１１１（コモン電極）が、画素電極１１０より上方に配置されるコモントップ構造
を有している。図４Ｂは、図４Ａに示す４Ｂ－４Ｂ断面を示す断面図である。
【００４６】
　ガラス基板などの透明基板（図示せず）上に、透明基板からの不純物の汚染を防止する
汚染防止膜（図示せず）が形成され、さらに、図４Ａに示すゲート電極膜２０５が形成さ
れている。図３には、ＴＦＴ１０９のゲート（ゲート電極）とゲート信号線１０５は、別
々に示されているが、実際には、ＴＦＴ１０９のゲートと、ゲート信号線１０５とは、１
個のゲート電極膜２０５に形成されている。図４Ａには、図中下側に、ｎ番目の画素回路
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のＴＦＴ１０９ｎのゲートと、該ＴＦＴ１０９ｎが接続されるｎ番目のゲート信号線１０
５ｎとが、１個のゲート電極膜２０５として示されており、また、図中上側に、ｎ番目の
画素回路の上側に配置されるｎ－１番目の画素回路のＴＦＴ１０９ｎ－1のゲートと、該
ＴＦＴ１０９が接続されるｎ－１番目のゲート信号線１０５ｎ－1とが、１個のゲート電
極膜２０５として示されている。すなわち、合計で２個のゲート電極膜２０５が、図４Ａ
に示されている。
【００４７】
　ゲート電極膜２０５を被覆するようにゲート絶縁膜２２１（図４Ｂ参照）が形成されて
いるとともに、さらにその上に、半導体膜２２０が形成されている。ここで、半導体膜２
２０とは、例えば、非晶質（アモルファス）シリコンからなっているが、多結晶シリコン
や単結晶シリコン、また、他の半導体からなっていてもよい。
【００４８】
　図４Ａの縦方向に沿って、図の両側それぞれにデータ信号線膜２０７が、図の中央に画
素電極膜２１０が、形成されている。ゲート電極膜２０５と同様に、図３には、ＴＦＴ１
０９の入力側とデータ信号線１０７は、別々に示されているが、実際には、ＴＦＴ１０９
の入力側と、データ信号線１０７とは、１個のデータ信号線膜２０７に形成されている。
図４Ａには、ｎ番目の画素回路のＴＦＴ１０９ｎの入力側と、縦方向に延伸する１本のデ
ータ信号線１０７と、を含むデータ信号線膜２０７が左側に、さらに他の１本のデータ信
号線１０７を含むデータ信号線膜２０７が右側に、示されている。また、同様に、ＴＦＴ
１０９ｎの出力側と、画素電極１１０ｎは、１個の画素電極膜２１０に形成されている。
【００４９】
　データ信号線膜２０７及び画素電極膜２１０を被覆するように絶縁膜２２２（図４Ｂ参
照）が形成されているとともに、さらにその上に、基準電極膜２１１が形成されている。
図３には、各画素回路に基準電極１１１と、複数の基準電圧線１０８とが、別々に示され
ているが、実際には、複数の基準電極１１１と複数の基準電圧線１０８とは、１個の基準
電極膜２１１に形成されている。基準電極膜２１１には、各画素回路の画素電極膜２１０
の上方に、スリット（隙間）が設けられており、画素電極膜２１０と基準電極膜２１１の
間に生じる電位差により、当該スリットの上方に印加される電場は、図４Ｂの横方向に成
分を有することとなる。なお、基準電極膜２１１の上に保護絶縁膜２２３が形成され、液
晶分子は、保護絶縁膜の上方に液晶分子が封入される。図４Ａに示す基準電極膜２１１は
、図中縦方向に延伸する４本のスリットを有しており、当該スリットの下方に、絶縁膜２
２２を介して、画素電極膜２１０が配置されている。
【００５０】
　画素回路のコモントップ構造とは、ゲート信号線１０５（ゲート電極膜２０５）に対し
て、基準電極１１１（基準電極膜２１１）が、画素電極１１０（画素電極膜２１０）より
遠方（上方）に形成（積層）される構造である。ＩＰＳ方式の液晶表示装置の画素回路は
、コモントップ構造の他に、画素電極が基準電極より上方に配置されるソーストップ構造
がある。ソーストップ構造において、ＴＦＴの出力側（ソース電極）がソース電極膜に形
成され、それぞれ絶縁膜を介して、ＴＦＴ基板の下側から順に、ソース電極膜（ソース電
極）と、基準電極膜（基準電極）と、画素電極膜（画素電極）とが形成される。基準電極
膜は所定の形状に形成されているので、基準電極膜が形成されない領域にスルーホールが
形成され、スルーホールを介して、ソース電極膜と画素電極膜が電気的に接続され、また
、ソース電極膜及び画素電極膜は、基準電極膜と電気的に遮断されている。なお、ソース
電極と電気的に接続される画素電極が、基準電極より上方に形成されるので、ソーストッ
プ構造と呼ばれている。ソーストップ構造において、基準電極膜のうち、基準電極となる
領域は平面形状をしており、反対に、画素電極膜のうち、画素電極となる領域が、櫛歯形
状をしている。なお、画素電極膜の櫛歯形状の歯間となる領域の上方に印加される電場が
、横方向成分を有することとなる。
【００５１】
　画素回路がコモントップ構造を有する場合、ソーストップ構造のようにスルーホールを
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設ける必要がなく、開口率が向上するとともに、コモントップ構造においては、ソース電
極と画素電極が同じ画素電極膜に形成されるため、製造工程が簡略化出来るという利点を
有している。その反面、ソーストップ構造と異なり、画素電極１１０という広い領域を有
する画素電極膜２１０が、ゲート電極膜２０５の近傍に、ゲート絶縁膜２２１を介して、
形成されている。
【００５２】
　図４Ｂに示す通り、ゲート電極膜２０５の端と、画素電極膜２１０の端の間の距離が短
いので、ゲート電極膜２０５と画素電極膜２１０との間に、寄生容量が発生している。す
なわち、コモントップ構造の場合、ソーストップ構造と比較して、ゲート電極膜２０５と
画素電極膜２１０との間に生じる寄生容量が、大きくなるのが特徴である。ここで、ｎ番
目の画素回路において、ＴＦＴ１０９ｎは、図４Ａの下側に配置されており、ｎ番目の画
素回路において、画素電極膜２１０（画素電極１１０ｎ）と、ＴＦＴ１０９ｎのゲート（
ゲート電極）を含む図中下側のゲート電極膜２０５（ｎ番目のゲート信号線１０５ｎ）と
の間に生じる寄生容量をＣｇｐ１とする。また、ｎ番目の画素回路の画素電極膜２１０（
画素電極１１０ｎ）と、図中上側のゲート電極膜２０５（ｎ－１番目のゲート信号線１０
５ｎ－１）との間に生じる寄生容量をＣｇｐ２とする。
【００５３】
　図９に示す通り、画素電極１１０と基準電極１１１との間には、画素容量Ｃｓｔが形成
されており、データ信号線１０７に供給される表示制御電圧により、データ書き込みの際
、画素容量Ｃｓｔは充電される。しかし、データ書込みが終了する際に、ゲート信号線１
０５の電圧がオン電圧からオフ電圧に変化し、ゲート信号線１０５と画素電極１１０の間
に存在する寄生容量とのカップリングにより、その画素回路又は隣接する画素回路の画素
電極１１０の電位は変化する。
【００５４】
　当該実施形態に係るｎ番目の画素回路においては、画素電極１１０ｎとｎ番目のゲート
信号線１０５ｎとの間に寄生容量Ｃｇｐ１が、画素電極１１０ｎとｎ－１番目のゲート信
号線１０５ｎ－１との間に寄生容量Ｃｇｐ２が、存在している。ゲート信号のオン電圧と
オフ電圧との電位差を電圧Ｖ０とすると、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎがオン電圧から
オフ電圧に変化するのに伴い、変化する画素電極１１０ｎの電圧Ｖ１は、Ｖ１＝（Ｃｇｐ

１／Ｃｓｔ）・Ｖ０で表すことが出来、この式を（数式１）とする。同様に、ｎ－１番目
のゲート信号線１０５ｎ－１がオン電圧からオフ電圧に変化するのに伴い、変化する画素
電極１１０の電圧Ｖ２は、Ｖ２＝（Ｃｇｐ２／Ｃｓｔ）・Ｖ０で表すことが出来、この式
を（数式２）とする。
【００５５】
　図５Ａ及び図５Ｂは、それぞれ、順方向走査駆動及び逆方向走査駆動を行う場合におけ
る、ｎ番目の画素回路及びｎ＋１番目の画素回路の駆動を示す図である。図中上側がｎ番
目の画素回路の駆動を、図中下側が、ｎ＋１番目の画素回路の駆動を、それぞれ示してい
る。図５Ａにおいては、図中上側から下側（順方向３１）に順に走査しており、図５Ｂに
おいては、図中下側から上側（逆方向３２）に順に走査している。
【００５６】
　各画素回路の駆動において、ゲート信号線１０５供給される電圧と、データ信号線１０
７に供給される電圧と、画素電極１１０に供給される電圧とが、それぞれ時間経過ととも
に示されている。ここで、ゲート信号のオン電圧がハイ電圧で、オフ電圧がロー電圧であ
る。
【００５７】
　前述の通り、ゲート信号線駆動回路は、ゲート信号オン期間がおよそ２水平期間（２Ｈ
）となるゲートオーバードライブ駆動を行っている。それゆえ、ｎ番目のゲート信号線１
０５ｎの電圧は、隣接するｎ－１番目の画素回路にデータ書き込みを行う水平期間（Ｈ）
と、ｎ番目の画素回路自体にデータ書込みを行う水平期間（Ｈ）との期間に、ハイ電圧と
なっている。
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【００５８】
　まず、図５Ａの上側に示す通り、順方向走査駆動を行う場合の、ｎ番目の画素回路にお
ける駆動について説明する。ｎ－１番目の画素回路に供給される表示制御電圧の符号は負
であり、ｎ番目の画素回路に供給される表示制御電圧の符号は正である。それゆえ、デー
タ信号線１０７の電圧は、ｎ番目のゲート信号線１０５の電圧がハイ電圧となる２水平期
間（２Ｈ）のうち、前半の水平期間（Ｈ）は負と、後半の水平期間（Ｈ）は正となってい
る。ここで、簡単のため、図５Ａ及び図５Ｂには、１列に並ぶ画素回路の表示データが同
じ場合について、示している。すなわち、１列に並ぶ複数の画素回路に供給される表示制
御電圧は、正と負と符号は順に異なるものの、基準電極１１１に対する絶対値は一定とな
っている。
【００５９】
　ｎ番目のゲート信号線１０５ｎの電圧がハイ電圧となる２水平期間（２Ｈ）のうち、前
半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻において、ｎ－１番目の画素回路へのデータ書き込み
が終了する。この時刻に、ｎ－１番目のゲート信号線１０５ｎ－１の電圧がハイ電圧から
ロー電圧に変化する。ｎ番目の画素回路において、画素電極１１０ｎとｎ－１番目のゲー
ト信号線１０５ｎ－１との間に存在する寄生容量Ｃｇｐ２により、電圧Ｖ２が低下する。
そして、この時刻に、データ信号線１０７に供給される表示制御電圧が、ｎ番目の画素回
路に供給される表示制御電圧へ変化する。すなわち、データ信号線１０７の電圧の符号が
負から正へ変化する。
【００６０】
　２水平期間（２Ｈ）のうち、後半の水平期間（Ｈ）が始まる時刻において、上述の通り
、寄生容量Ｃｇｐ２による電圧Ｖ２の低下が生じるものの、後半の水平期間（Ｈ）におい
て、画素電極１１０ｎの電圧は、ｎ番目の画素回路の表示データに応じた表示制御電圧に
近づくので、電圧Ｖ２の低下による影響はほとんど受けていない。
【００６１】
　そして、後半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻において、ｎ番目の画素回路へのデータ
書込みが終了する。この時刻に、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎの電圧がハイ電圧からロ
ー電圧に変化する。ｎ番目の画素回路において、画素電極１１０ｎとｎ番目のゲート信号
線１０５ｎとの間に存在する寄生容量Ｃｇｐ１により、電圧Ｖ１が低下し、ｎ番目の画素
電極１１０ｎの電圧は、所望の表示制御電圧より、電圧Ｖ１が低下された電圧に維持され
る。
【００６２】
　次に、図５Ａの下側に示す通り、順方向走査駆動を行う場合の、ｎ＋１番目の画素回路
における駆動について説明する。ｎ番目の画素回路における駆動と、ｎ＋１番目の画素回
路における駆動との主な違いは、ゲート信号線１０５の電圧がハイ電圧となる２水平期間
（２Ｈ）において、データ信号線１０７に供給される表示制御電圧の符号である。ｎ番目
の画素回路に供給される表示制御電圧の符号は正であり、ｎ＋１番目の画素回路に供給さ
れる表示制御電圧の符号は負であるので、上述の場合と、データ信号線１０７の電圧の符
号が逆である。
【００６３】
　ｎ＋１番目のゲート信号線１０５ｎ＋１の電圧がハイ電圧となる２水平期間（２Ｈ）の
うち、前半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻において、ｎ番目の画素回路へのデータ書き
込みが終了する。この時刻に、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎの電圧がハイ電圧からロー
電圧に変化する。ｎ＋１番目の画素回路において、画素電極１１０ｎ＋１とｎ番目のゲー
ト信号線１０５ｎとの間に存在する寄生容量Ｃｇｐ２により、ｎ番目の画素回路と同様に
、電圧Ｖ２が低下する。そして、この時刻に、データ信号線１０７の電圧が、ｎ＋１番目
の画素回路に供給される表示制御電圧へ変化する。すなわち、データ信号線１０７の電圧
の符号が正から負へ変化する。
【００６４】
　２水平期間（２Ｈ）のうち、後半の水平期間（Ｈ）が始まる時刻において、上述の通り
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、寄生容量Ｃｇｐ２による電圧Ｖ２の低下が生じるものの、後半の水平期間（Ｈ）におい
て、画素電極１１０ｎ＋１の電圧は、ｎ＋１番目の画素回路の表示データに対応する表示
制御電圧に近づくので、電圧Ｖ２の低下による影響はほとんど受けていない。
【００６５】
　そして、後半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻において、ｎ＋１番目の画素回路へのデ
ータ書込みが終了する。この時刻に、ｎ＋１番目のゲート信号線１０５ｎ＋１の電圧がハ
イ電圧からロー電圧に変化する。ｎ＋１番目の画素回路において、画素電極１１０ｎ＋１

とｎ＋１番目のゲート信号線１０５ｎ＋１との間に存在する寄生容量Ｃｇｐ１により、電
圧Ｖ１が低下し、ｎ＋１番目の画素電極１１０ｎの電圧は、所望の表示制御電圧より、電
圧Ｖ１が低下された電圧に維持される。
【００６６】
　すなわち、データ信号線駆動回路１１５がデータ信号反転駆動を行っており、ゲート信
号線駆動回路が順方向走査駆動を行っている場合、正の符号となる表示制御電圧が供給さ
れる画素回路の画素電極１１０も、負の符号となる表示制御電圧が供給される画素電極１
１０も、画素電極１１０と隣接する２本のゲート信号線１０５との寄生容量が無視出来る
場合と比較して、ともに、所望の表示制御電圧より電圧Ｖ１低下された電圧に維持される
こととなる。
【００６７】
　これに対して、逆方向走査駆動を行う場合の駆動について説明する。まず、図５Ｂの下
側に示す通り、逆方向走査駆動を行う場合の、ｎ＋１番目の画素回路における駆動につい
て説明する。ｎ＋１番目の画素回路において、ｎ＋１番目のゲート信号線１０５ｎ＋１の
電圧がハイ電圧となる２水平期間（２Ｈ）のうち、前半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻
において、ｎ＋２番目の画素回路へのデータ書き込みが終了する。この時刻に、ｎ＋２番
目のゲート信号線１０５ｎ＋２の電圧がハイ電圧からロー電圧に変化する。しかし、ｎ＋
１番目の画素回路において、画素電極１１０ｎ＋１が、ｎ＋２番目のゲート信号線１０５

ｎ＋２との間に生じる寄生容量は、ｎ＋１番目のゲート信号線１０５ｎ＋１との間に生じ
る寄生容量Ｃｇｐ１や、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎとの間に生じる寄生容量Ｃｇｐ２

と比較して、小さいので、この時刻における電圧の変動は小さい。又は、当該寄生容量が
無視できないほど大きい場合であっても、前述の通り、後半の水平期間（Ｈ）において、
画素電極１１０ｎ＋１の電圧は、ｎ＋１番目の画素回路の表示データに対応する表示制御
電圧に近づくので、電圧の変動による影響はほとんど受けない。
【００６８】
　さらに、この時刻に、データ信号線１０７に供給される表示制御電圧が、ｎ＋１番目の
画素回路に供給される表示制御電圧へ変化する。すなわち、データ信号線１０７の電圧の
符号が負から正へ変化する。そして、後半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻において、ｎ
＋１番目の画素回路へのデータ書込みが終了する。この時刻に、ｎ＋１番目のゲート信号
線１０５ｎ＋１の電圧がハイ電圧からロー電圧に変化する。ｎ＋１番目の画素回路におい
て、画素電極１１０ｎ＋１とｎ＋１番目のゲート信号線１０５ｎ＋１との間に存在する寄
生容量Ｃｇｐ１により、電圧Ｖ１が低下する。この時刻より１水平期間（Ｈ）より後に、
ｎ番目のゲート信号線１０５ｎの電圧がハイ電圧からロー電圧に変化するので、画素電極
１１０ｎ＋１とｎ番目のゲート信号線１０５ｎとの間に存在する寄生容量Ｃｇｐ２により
、電圧Ｖ２がさらに低下する。よって、ｎ＋１番目の画素回路の画素電極１１０ｎ＋１は
、所望の表示制御電圧より、電圧Ｖ１及び電圧Ｖ２の合計となる電圧が低下された電圧に
維持される。
【００６９】
　次に、図５Ｂの上側に示す通り、逆方向走査を行う場合の、ｎ番目の画素回路における
駆動について説明する。ｎ番目の画素回路における駆動と、ｎ＋１番目の画素回路におけ
る駆動との主な違いは、順方向走査を行う場合と同様に、ゲート信号線１０５に出力され
るゲート信号がハイ電圧となる２水平期間（２Ｈ）において、データ信号線１０７に供給
される表示制御電圧の符号にある。ｎ＋１番目の画素回路に供給される表示制御電圧の符
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号は正であり、ｎ番目の画素回路に供給される表示制御電圧の符号は負であるので、上述
の場合と、データ信号線１０７に供給される表示制御電圧の符号が逆である。
【００７０】
　よって、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎのゲート信号がハイ電圧となる２水平期間（２
Ｈ）のうち、前半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻に、ｎ＋１番目のゲート信号線１０５

ｎ＋１のゲート信号がハイ電圧からロー電圧に変化するが、前述の通り、画素電極１１０

ｎが、ｎ＋１番目のゲート信号線１０５ｎ＋１との間に生じる寄生容量は小さいので、こ
の時刻における電圧の変動は小さい。
【００７１】
　さらに、この時刻に、データ信号線１０７に供給される表示制御電圧が、ｎ番目の画素
回路に供給される表示制御電圧へ変化し、表示制御電圧の符号が正から負へ変化する。そ
して、後半の水平期間（Ｈ）が終了する時刻において、ｎ番目の画素回路へのデータ書込
みが終了し、ｎ番目のゲート信号線１０５ｎのゲート信号がハイ電圧からロー電圧に変化
する。ｎ番目の画素回路において、画素電極１１０ｎとｎ番目のゲート信号線１０５ｎと
の間に存在する寄生容量Ｃｇｐ１により、電圧Ｖ１が低下する。この時刻より１水平期間
（Ｈ）より後に、ｎ－１番目のゲート信号線１０５ｎ－１のゲート信号がハイ電圧からロ
ー電圧に変化するので、画素電極１１０ｎとｎ－１番目のゲート信号線１０５ｎ－１との
間に存在する寄生容量Ｃｇｐ２により、電圧Ｖ２がさらに低下する。よって、ｎ番目の画
素回路の画素電極１１０ｎは、所望の表示制御電圧より、電圧Ｖ１及び電圧Ｖ２の合計と
なる電圧が低下された電圧に維持される。
【００７２】
　すなわち、データ信号線駆動回路１１５が、データ信号反転駆動を行っており、ゲート
信号線駆動回路が、逆方向走査を行っている場合、正の符号となる表示制御電圧が供給さ
れる画素回路の画素電極１１０も、負の符号となる表示制御電圧が供給される画素電極１
１０も、画素電極１１０と隣接する２本のゲート信号線１０５との寄生容量が無視出来る
場合と比較して、ともに、電圧Ｖ１及び電圧Ｖ２の合計となる電圧が所望の表示制御電圧
より低下された電圧に維持されることとなる。
【００７３】
　以上、まとめると、データ信号線駆動回路１１５がデータ信号反転駆動を行っている場
合、正の符号となる表示制御電圧が供給される画素回路の画素電極１１０においても、負
の符号となる表示制御電圧が供給される画素回路の画素電極１１０においても、画素電極
１１０と隣接する２本のゲート信号線１０５との寄生容量による電圧の低下は、ともに、
所望の表示制御電圧より等しいが、順方向走査駆動をする場合と、逆方向走査駆動をする
場合とで、その電圧の低下は異なっている。
【００７４】
　図６は、当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０のブロック概念図である。基準電
圧線駆動回路１０は、論理回路１１と、基準電圧生成回路１６と、記憶部１５とを、備え
ている。記憶部１５は、例えば、不揮発性メモリが記憶される記憶部であってよい。論理
回路１１は、メモリ書き込み回路１２と、制御レジスタ回路１３と、インターフェース回
路１４とを、備えている。インターフェース回路１４に、基準電圧線駆動回路１０の外部
に設けられる外部システム２０より、制御信号が入力される。
【００７５】
　従来技術に係るドライバＩＣに備えられる基準電圧線駆動回路では、１つの基準電圧を
決定する電圧情報が記憶され、制御レジスタ回路は、１つの基準電圧を制御していたとこ
ろ、当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０の特徴は、記憶部１５に、順方向走査駆
動用基準電圧ＶｃｏｍＦ（正順用基準電圧）及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢ（
逆順用基準電圧を決定する電圧情報が記憶され、制御レジスタ回路１３が順方向走査駆動
用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢを制御する点にある。
【００７６】
　当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０は、前述の通り、基準電圧固定駆動を行っ
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ている。すなわち、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧
ＶｃｏｍＢは、ともに直流電圧である。
【００７７】
　制御レジスタ回路１３からの制御により、メモリ書き込み回路１２は、順方向走査駆動
用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢそれぞれの値を、記憶部
１５に記憶させる。すなわち、記憶部１５に記憶される電圧情報は、順方向走査駆動用基
準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの２値とするのが望ましい。
また、表示装置の駆動時には、ドライバＩＣ１３４に電源が入った後に、制御レジスタ回
路１３は、記憶部１５に記憶されている順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向
走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢそれぞれの値を読み出し、制御レジスタ回路１３はそれぞ
れの値を内部のレジスタに格納する。
【００７８】
　走査駆動の走査方向が変更する際に、外部システム２０よりインターフェース回路１４
に制御信号が入力される。制御レジスタ回路１３は、該制御信号に従って、さらに、記憶
部１５に記憶されていた電圧情報より、出力すべき基準電圧を算出し、基準電圧生成回路
１６を制御する。それにより、基準電圧生成回路１６は、順方向走査駆動時には、順方向
走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦを、逆方向走査駆動時には、逆方向走査駆動用基準電圧Ｖ

ｃｏｍＢを、基準電圧として、基準電圧線１０８に供給する。基準電圧線１０８を介して
、表示部１２０の各画素回路の基準電極１１１に、基準電圧が供給される。
【００７９】
　記憶部１５に記憶される２値の電圧情報に基づいて、基準電圧線駆動回路１０が、順方
向走査駆動時には、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦを、逆方向走査駆動時には、逆
方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢを、各画素回路の基準電極１１１に供給することによ
り、順方向走査駆動する場合と、逆方向走査駆動する場合とに生じる、表示制御電圧の差
異を抑制することが出来、かつ、寄生容量による変動を抑制することが出来る。それによ
り、表示品質を向上することが出来る。
【００８０】
　なお、前述の通り、所望の表示制御電圧が等しいとすると、順方向走査駆動をする場合
に画素電極１１０に維持される電圧は、逆方向走査駆動をする場合に画素電極１１０に維
持される電圧より、電圧Ｖ２高くなっている。それに応じて、順方向走査駆動用基準電圧
ＶｃｏｍＦが、逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢより、寄生容量Ｃｇｐ２に起因する
電圧Ｖ２高くなっているのが望ましい。さらに、順方向走査駆動する場合に画素電極１１
０に維持される電圧は、画素電極１１０とゲート信号線１０５との間に生じる寄生容量が
無視出来る場合と比較して、電圧Ｖ１低くなっている。それに応じて、順方向走査駆動用
基準電圧ＶｃｏｍＦが、寄生容量が無視出来る場合と比較して、電圧Ｖ１低くなっている
のが望ましい。
【００８１】
　また、ここでは、記憶部１５に記憶される電圧情報は、順方向走査駆動用基準電圧Ｖｃ

ｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢそれぞれの値としたが、記憶部１５に記
憶される情報に基づいて、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基
準電圧ＶｃｏｍＢを生成することが出来るのであれば、他の電圧情報であってもよい。例
えば、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢそ
れぞれの値から、所定の値を加減した値などであってもよい。
【００８２】
　図７は、当該実施形態に係る液晶表示装置の画像表示駆動を表す図である。順方向走査
駆動から逆方向走査駆動に変更するタイミングについて示している。１画面（フレーム）
の表示データの書き込みを行う期間が、１フレーム期間ＴＦであり、垂直同期信号ＶＳＹ

ＮＣは、１フレーム期間を周期とする信号であり、垂直同期信号ＶＳＹＮＣにより、１画
面の表示データの書き込みのタイミングを計ることができる。水平同期信号ＨＳＹＮＣは
、前述の１水平期間（Ｈ）を周期とする信号であり、水平同期信号ＨＳＹＮＣにより、１
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つの画素回路の表示データの書き込みのタイミングを計ることができる。ここで、信号Ｐ

ＣＬＫはクロック信号である。
【００８３】
　１フレーム期間ＴＦにおいて、帰線期間ＴＢに、データ書込み期間ＴＤが続き、データ
書込み期間ＴＤにおいて、複数の画素回路に表示データの書き込み駆動を行う。それに応
じて、ゲート信号が順にハイ電圧となるが、図には、１番目のゲート信号ＶＧ１から８０
０番目のゲート信号ＶＧ８００へ順にハイ電圧となる、順方向走査駆動が示されている。
さらに、前述の通り、ゲート信号線駆動回路は、ゲートオーバーラップ駆動を行っており
、隣り合うゲート信号のハイ電圧となるゲート信号オン期間は重なりがある。
【００８４】
　前述の通り、データ信号線１０７には、書込み駆動を行う画素回路の表示データに応じ
た表示制御電圧が供給されており、図には、データ書込み期間ＴＤにそれぞれ供給される
、１番目の画素回路から８００番目の画素回路の表示データに応じた表示制御電圧が示さ
れている。基準電圧線１０８には、順方向走査駆動を行う際に供給される順方向走査駆動
用基準電圧ＶｃｏｍＦが供給されている。
【００８５】
　該１フレーム期間ＴＦにおいては、順方向走査駆動を行っているが、次のフレーム期間
ＴＦにおいては、逆方向走査駆動へ変更される。それに応じて、データ書き込み期間ＴＤ

に続く、帰線期間ＴＢに、基準電圧線１０８に供給される基準電圧が、順方向走査駆動用
基準電圧ＶｃｏｍＦから、逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢに変化している。しかし
、基準電圧を変更するタイミングは、最後に表示データの書込み駆動を行う画素回路に対
する、ゲート信号がハイ電圧からロー電圧へ変化して直後が望ましい。なお、図に示すオ
フセット期間ＶＯＦＳは、最終のゲート信号がロー電圧へ十分に変化するために設けるオ
フセット期間であり、最後の画素回路に表示データの書込み駆動を行っている際に、基準
電圧が変動するのを防止するために設けられている。
【００８６】
　なお、ここでは、データ信号線駆動回路１１５が１本のデータ信号線１０７に供給する
表示制御電圧の符号が、水平期間（Ｈ）毎に交互に変化する場合について、説明したが、
これに限定されることはない。１フレーム期間においては、１本のデータ信号線１０７に
供給する表示制御電圧の符号がすべて同じであり、１フレーム期間毎又は所定数のフレー
ム期間毎に該符号が交互に変化する駆動であってもよい。データ信号線駆動回路１１５に
接続される複数のデータ信号線１０７に供給される表示制御電圧の符号が、１フレーム期
間において、すべて等しいフレーム反転方式であっても、隣り合うデータ信号線１０７で
、表示制御電圧の符号が異なるカラム反転方式であってもよい。
【００８７】
［第２の実施形態］
　本発明の第２の実施形態に係る表示装置の基本的な構成は、第１の実施形態に係る表示
装置と同じである。第１の実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０が基準電圧固定駆動を
行っているのに対して、当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０は、基準電圧交流駆
動を行っている点が、主に異なる。
【００８８】
　ここで、基準電圧交流駆動とは、以下のようなものをいう。前述の通り、データ信号線
駆動回路１１５が、例えばライン反転、またはフレーム反転などのデータ信号反転駆動を
行っており、画素回路の画素電極１１０に供給される表示制御電圧は、正又は負の符号を
有している。画素回路の画素電極１１０に正の符号の表示制御電圧が供給されるときには
、該画素回路の基準電極１１１には、負の符号の基準電圧（ロー電圧）が供給され、画素
回路の画素電極１１０に負の符号の表示制御電圧が供給されるときには、該画素回路の基
準電極１１１には、正の符号の基準電圧（ハイ電圧）が供給される。すなわち、基準電圧
は、所定の周期で、ロー電圧とハイ電圧とを交互に繰り返す交流電圧となっている。ここ
で、正の符号の基準電圧（ハイ電圧）と負の符号の基準電圧（ロー電圧）との差を、振幅
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値とする。
【００８９】
　画像表示は、基準電極１１１に対する画素電極１１０の電圧によって、画像表示が制御
されており、係る基準電圧交流駆動を行うことにより、データ信号反転駆動を行う際に、
正の符号の表示制御電圧と、負の符号の表示制御電圧との差を小さくすることが出来、消
費電力の抑制をすることができる。
【００９０】
　前述の通り、データ信号線駆動回路１１５は、データ信号反転駆動を行っている。駆動
がライン反転方式の場合は、図３に示す縦方向に並ぶ複数の基準電圧線１０８に、交互に
、正の符号の基準電圧と、負の符号の基準電圧とが、１フレーム期間中、供給されている
。すなわち、例えば、図の上側から数えて、奇数行目の基準電圧線１０８に正の符号の基
準電圧が供給されている場合、偶数行目の基準電圧線１０８に負の符号の基準電圧が供給
される。また、複数の基準電極１１１が、１個の基準電極膜として形成され、基準電圧線
１０８が１本である場合には、正の符号と、負の符号の基準電圧とが、表示制御電圧の符
号に同期した周期で、供給されている。
【００９１】
　基準電圧交流駆動を行う場合において、従来技術に係るドライバＩＣに備えられる基準
電圧線駆動回路では、１つの基準電圧を決定する電圧情報が記憶され、制御レジスタ回路
は、１つの基準電圧を制御していたところ、当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０
の特徴は、記憶部１５に、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ（正順用基準電圧）及び
逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢ（逆順用基準電圧）を決定する電圧情報が記憶され
、制御レジスタ回路１３が順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基
準電圧ＶｃｏｍＢを制御する点にある。ここで、従来技術における１つの基準電圧を決定
する電圧情報とは、基準電圧の基準値と振幅値の２値である。基準電圧の基準値とは、例
えば、正の符号の基準値（ハイ電圧）又は負の符号の基準値（ロー電圧）のいずれかであ
る。
【００９２】
　順方向走査駆動を行う場合と、逆方向走査駆動を行う場合とに、基準値の振幅値は依ら
ず同じであるので、当該実施形態に係る記憶部１５に記憶される電圧情報は、順方向走査
駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦの基準値、逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの基準値、及
び、両基準電圧の振幅値、の３値とするのが望ましい。
【００９３】
　記憶部１５に記憶される係る３値の電圧情報に基づいて、基準電圧線駆動回路１０が、
順方向走査駆動時には、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦを、逆方向走査駆動時には
、逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢを、各画素回路の基準電極１１１に供給すること
により、基準電圧交流駆動を行う場合であっても、順方向走査駆動する場合と、逆方向走
査駆動する場合とに生じる、表示制御電圧の差異を抑制することが出来、かつ、寄生容量
による変動を抑制することが出来る。それにより、表示品質を向上することが出来る。
【００９４】
　なお、ここでは、記憶部１５に記憶される電圧情報は、順方向走査駆動用基準電圧Ｖｃ

ｏｍＦの基準値、逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの基準値、及び、両基準電圧の振
幅値、の３値としたが、記憶部１５に記憶される電圧情報に基づいて、順方向走査駆動用
基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢを生成することが出来るの
であれば、他の電圧情報であってもよい。例えば、記憶部１５に記憶される電圧情報は、
順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦの中心値、逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの
中心値、及び、振幅値の半値、の３値であってもよい。ここで、中心値とは、正の符号の
基準電圧（ハイ電圧）と負の符号の基準電圧（ロー電圧）の平均値である。この場合、各
基準電圧は、中心値に、振幅値の半値を加減することにより、正の符号の基準電圧（ハイ
電圧）と負の符号の基準電圧（ロー電圧）とを生成することができる。また、順方向走査
駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの基準値とは、ハイ
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電圧又はロー電圧のいずれかから、所定の値を加減した値などであってもよい。
【００９５】
［第３の実施形態］
　本発明の第３の実施形態に係る表示装置の基本的な構成は、第１及び第２の実施形態に
係る表示装置と同じである。当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０の記憶部１５に
記憶される電圧情報と、記憶部１５に記憶される電圧情報に基づいて、基準電圧を生成す
る制御方法が、第１及び第２の実施形態と主に異なっている。
【００９６】
　まず、第１の実施形態と同様に、基準電圧線駆動回路１０が、基準電圧固定駆動を行う
場合について説明する。第１の実施形態に係る記憶部１５に記憶される電圧情報とは、例
えば、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの
２値であるところ、当該実施形態に係る記憶部１５に記憶される電圧情報は、例えば、順
方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ又は逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢのいずれか
の値と、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢ

の差分値ΔＶ（＝ＶｃｏｍＦ－ＶｃｏｍＢ）との２値である。
【００９７】
　走査駆動の走査方向が変更する際に、制御レジスタ回路１３は、出力すべき基準電圧を
、変更前の基準電圧から、記憶部１５に記憶されている差分値ΔＶをシフトさせて、変更
後の基準電圧として、基準電圧生成回路１６を制御する。それにより、基準電圧生成回路
１６は、順方向走査駆動時には、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦを、逆方向走査駆
動時には、逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢを、基準電圧として、基準電圧線１０８
に供給する。
【００９８】
　第１の実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０は、記憶部１５に、例えば、順方向走査
駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの２値の電圧情報を
記憶させていたところ、当該実施形態に係る基準電圧線駆動回路１０は、記憶部１５に、
順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ又は逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢのいずれ
かの値と、その差分値ΔＶと、の２値の電圧情報を記憶させている。差分値ΔＶの電圧設
定範囲は、基準電圧そのものの電圧設定範囲より狭くすることが可能であるので、記憶部
１５に記憶させる電圧情報の情報量（ｂｉｔ数）を軽減することが出来る。その結果、記
憶部１５に要する領域や、制御レジスタ回路１３に設けられるレジスタ領域を軽減するこ
とが出来、ドライバＩＣ１３４の製造コストを軽減することが出来る。例えば、基準電圧
の電圧設定範囲を３Ｖ、差分値ΔＶの電圧設定範囲を３００ｍＶとする場合、それぞれ１
０ｍＶ毎の電圧設定を行うために必要な電圧情報の情報量は、基準電圧では９ｂｉｔ、差
分値ΔＶでは５ｂｉｔである。
【００９９】
　また、記憶部１５に記憶される電圧情報は、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦと逆
方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢとの平均値と、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ

と逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの差分値ΔＶの半値であってもよい。この場合、
該平均値に、差分値ΔＶを加減することにより、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ又
は逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢのいずれかを選択して生成することができる。
【０１００】
　次に、第２の実施形態と同様に、基準電圧線駆動回路１０が、基準電圧交流駆動を行う
場合について説明する。第２の実施形態に係る記憶部１５に記憶される電圧情報とは、例
えば、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦの基準値、逆方向走査駆動用基準電圧Ｖｃｏ

ｍＢの基準値、及び、両基準電圧の振幅値、の３値であるところ、当該実施形態に係る記
憶部１５に記憶される電圧情報は、例えば、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ又は逆
方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢのいずれかの基準値、振幅値、及び、順方向走査駆動
用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの差分値ΔＶ（＝Ｖｃｏ

ｍＦ－ＶｃｏｍＢ）、の３値である。ここで、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び
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逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢはともに、所定の周期で繰り返しており、その差分
値ΔＶは、直流成分のみの値である。第２の実施形態と比較して、基準電圧の基準値を、
差分値ΔＶとすることにより、記憶部１５に記憶される電圧情報の情報量を軽減すること
が出来る。
【０１０１】
　また、当該実施形態に係る記憶部１５に記憶される電圧情報は、順方向走査駆動用基準
電圧ＶｃｏｍＦの中心値と逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの中心値との平均値、振
幅値の半値、及び、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ及び逆方向走査駆動用基準電圧
ＶｃｏｍＢの差分値ΔＶ（＝ＶｃｏｍＦ－ＶｃｏｍＢ）の半値、の３値であってもよい。
この場合、該平均値に、差分値ΔＶの半値を加減し、さらに、振幅値の半値を加減するこ
とにより、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ又は逆方向走査駆動用基準電圧Ｖｃｏｍ

Ｂのいずれかを選択して、その正の符号の基準電圧（ハイ電圧）及び負の符号の基準電圧
（ロー電圧）を生成することができる。
【０１０２】
　当該実施形態に係る記憶部１５に記憶される電圧情報は、順方向走査駆動用基準電圧Ｖ

ｃｏｍＦ又は逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢの一方を決定することが出来る代表値
情報と、該代表値情報を用いて他方を決定することが出来る差分情報とを、含んでいれば
よい。ここで、代表値情報とは、例えば、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦ又は逆方
向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢのいずれか一方の基準値、及び、振幅値であり、差分情
報とは、順方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＦと逆方向走査駆動用基準電圧ＶｃｏｍＢと
の差分値ΔＶであってもよいし、他の電圧情報であってもよい。
【０１０３】
　以上、本発明の実施形態に係る表示装置について、ＩＰＳ方式の液晶表示装置であって
、画素回路がコモントップ構造を有する場合について説明した。前述の通り、画素回路が
コモントップ構造を有する場合は、画素回路の画素電極と、隣接するゲート信号線との間
の寄生容量に起因する、画素電極の電圧変化の影響を、本発明により抑制することが出来
、表示品質が向上される。しかし、ＩＰＳ方式の液晶表示装置であって、画素回路が他の
構造を有する場合であっても、画素回路の画素電極と、隣接するゲート信号線との間の寄
生容量に起因して、画素電極に電圧変化が生じる場合に、本発明を適用することが出来る
。
【０１０４】
　ＩＰＳ方式以外の駆動方式、例えば、ＶＡ（Vertically Aligned）方式やＴＮ（Twiste
d Nematic）方式等の液晶表示装置や他の表示装置であっても、同様に、画素回路の画素
電極と、隣接するゲート信号線との間の寄生容量に起因して、画素電極に電圧変化が生じ
る場合に、本発明を適用することが出来る。寄生容量に起因する場合に限定することなく
、順方向走査駆動を行う場合と、逆方向走査駆動を行う場合とで、画素電極に系統的な電
圧変化が生じる場合に、本発明を適用することが出来る。図８は、ＶＡ方式及びＴＮ方式
の液晶表示装置に備えられるＴＦＴ基板１０２の等価回路の概念図である。ＶＡ方式及び
ＴＮ方式の場合には、基準電極１１１がＴＦＴ基板１０２と対向するフィルタ基板１０１
に設けられている。
【符号の説明】
【０１０５】
　１０　基準電圧線駆動回路、１１　論理回路、１２　メモリ書き込み回路、１３　制御
レジスタ回路、１４　インターフェース回路、１５　記憶部、１６　基準電圧生成回路、
２０　外部システム、３１　順方向、３２　逆方向、１０１　フィルタ基板、１０２　Ｔ
ＦＴ基板、１０３　バックライト、１０５　ゲート信号線、１０６　ＲＧＢスイッチ回路
、１０７　データ信号線、１０８　基準電圧線、１０９　ＴＦＴ、１１０　画素電極、１
１１　基準電極、１１２　シフトレジスタ回路、１１４　ゲート信号線制御回路、１１５
　データ信号線駆動回路、１２０　表示部、１３４　ドライバＩＣ、２０５　ゲート電極
膜、２０７　データ信号線膜、２１０　画素電極膜、２１１　基準電極膜、２２０　半導



(20) JP 5679172 B2 2015.3.4

体膜、２２１　ゲート絶縁膜、２２２　絶縁膜、２２３　保護膜、Ｃｇｐ１、Ｃｇｐ２　
寄生容量、ＣＳＴ　画素容量。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６】

【図７】 【図８】
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摘要(译)

提供一种能够抑制在执行正向扫描驱动的情况下产生的像素电路的保持
电压的差异的影响和执行反向扫描驱动的情况的显示装置，从而提高显
示质量。 栅极信号线驱动电路，其驱动正向或反向扫描驱动并执行栅极
重叠驱动，数据信号线，多个像素电路，多个栅极信号线，数据信号线
驱动电路，其将与像素电路的显示数据对应的显示控制电压提供给数据
信号线;以及参考电压线驱动电路，其将对应于每个像素电路的参考电压
提供给每个像素电路其中，每个像素电路包括像素电极，参考电极和开
关元件，其中，参考电压线驱动电路用于沿正向或反向驱动像素电路，
并且分别选择正向参考电压或反向参考电压并将其提供给参考电极。 点
域6
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